◎ワイズメンズクラブとは？

ＹＭＣＡを支援するために生まれた国際的な奉仕クラブです。そこでは
１．メンバー同士が親睦を深め、
２．自己研鑽を図り、
３．そこで培われたエネルギーを様々な形で社会に還元することを目的としています。
けっして単なる社会奉仕団体でも、また社交団体でもありません。
「奉仕活動をするためのクラブ」ではなく「奉仕の心を育てるクラブ」です。メンバー本人だけではなく、それぞれの家庭も職場も地域も、全てが健全で良好な状態を作り出す為のクラブです。
◎入会することのメリットは？

１．お互いに尊敬しあえる相手と巡り会えます
２．さまざまなスキルが身につきます
３．大きなネットワークを持つことができます
４．家族が喜んでくれます
５．事業の繁栄につながります

◎入会の要件は？

入会前　　・満２０歳以上の職業人であること（主婦も含みます）

・入会までにクラブの行事に２回以上（少なくともうち１回は例会に）ゲストとして参加すること。

・入会オリエンテーションを受講すること
・メンバー２名以上の推薦、ならびに全メンバーによる承認を得ること
入会後　・月２回の例会に出席すること。ただし諸般の事情でどうしても出席できない人のための救済措置もあります　

◎具体的な活動内容は？

・例会（原則として第２・第４木曜　１９時～２１時）　通常例会はホテル日航プリンセス京都　　　　　　　　　　　　　にて開催されます。　野外でのファミリー例会などで変更になる場合があります。

・事業委員会　（原則として月１回）　７つの事業委員会があり、いずれかに配属されます。委員長が委員の都合に合わせて日程と場所を調整し開催します。

・役員会（第１木曜　１９時３０分～　）京都ＹＭＣＡにて開催されます。　出席義務者は会長・三役・委員長などの役員のみです。

・各種奉仕活動　
	キャンプ場の整備や街頭募金、養護施設でのお祭り参加など、ＹＭＣＡや地域に対するボランティア活動は、年度により違いますが年間で１０回前後が実施されます。参加はメンバー個人の判断に任されています。家族ぐるみで参加するのもまた楽しい経験です。


◎必要な経費は？

■入会金　２０，０００円　　　■会費　１０，０００円/月　例会食費　３，０００円/回

（ホテルでの例会食費は5.000円/回ですが会費から2.000円/回を支出します）

■ＹＭＣＡ維持会費　２０，０００円/年
ワイズメンズクラブの入会資格として、ＹＭＣＡの会員になっていただく必要があります。
会員としての特段の義務は発生しませんが、会費として１年間２万円の維持会費を京都ＹＭＣＡに納付していただきます。
■各種寄付金・募金
（自主的なものですが、達成目標額が設定されています）
ＹＭＣＡに対する奉仕事業に関する募金　1.500円／年
地域の奉仕事業に関する募金　1,500円／年　　
ＢＦ資金（国際交流の資金）　1,500円／年　　等

■ニコニコ（クラブに対する自由献金）
　例会時にニコニコボックスに献金します。メンバーに伝えたい事があるときや、遅刻やバッジ忘れなどに対する反省の意を示すためなどにも行います。

歴 史
ワイズメンズクラブは１９２２年、判事のポール・アレキザンダー （Paul William Alexander）氏により米国オハイオ州トレドに創立されました。
ＹＭＣＡの熱心なメンバーであった氏は、当時すでに活況を呈していたロータリークラブやライオンズクラブなど「ランチョンクラブ」の活動方法を取り入れ、ワイズメンズクラブの前身である「トリムカクラブ」が設立され、以降世界中にクラブを増やし続けています。
日本では１９２８年の大阪クラブの設立により始まりました。
ワイズメンズクラブが行っている事業
■ＹＭＣＡサービス■ 

ＹＭＣＡのいろいろな事業に積極的に支援・協力しています。 

■ＡＳＦ■

（Alexander Scholarship Fund）

アレキサンダー奨学資金 は、YMCA のキャリアー職員を目指す世界中の大学生とYMCA 職員に対し、ワイズメンが金銭的支援を行う国際プログラムです。
■ＩＢＣ・ＤＢＣ■

（International/Domestic Brother Club） 

海外・国内のワイズメンズクラブとブラザークラブを締結して、国際交流を図ります。 

■ＹＥＥＰ■

（Youth Educational Exchange Program） 

ワイズメンの子弟をはじめとする青少年に、交換留学ホームステイを通して異文化を体験させ、将来のＹＭＣＡの リーダーを育てます。 
■ＢＦ■

（Brotherhood Fund） 

使用済の切手や現金を集めて、ワイズメンズクラブの代表が外国のクラブを訪問したり、大会に 出席するための費用に充てるものです。それにより、世界に貢献し得る国際性豊かなリーダーシップ の育成に努力しています。 

■地域奉仕・ＴＯＦ■

（Community Service/Time Of Fast） 

それぞれのワイズメンズクラブは独自に地域社会に対し 奉仕事業を行います。
ＴＯＦ（Time Of Fast）　すなわち断食、又は、食事を質素にして節約したお金を、世界中の飢餓に苦しむ人々の為に展開するプログラムです。

■ＥＭＣ■

（Extension, Membership And Conservation） 

ワイズメンズクラブの新設や会員の増加、例会出席率向上など、クラブの維持発展のための事業です。 

各種会合について
■例 会 ■ 

原則として会員全員が参加するクラブ例会が毎月行われ、夕食を共にして親睦を図ります。 各界からのゲストを招いた講演会やメンバー同士による勉強会も行われ、その他にも各クラブがそれぞれ有意義なプログラムを企画しています。 

■部 会■ 

西日本区は現在9の部に分かれています。クラブが所属する部単位でメンバーやそのファミリーが 一同に会して部会を開き、親睦と研修の場を持ちます。また、部評議会が年数回開かれ、部役員、クラブ会長が集まって、部会の事業の打ち合わせ、役員研修などを行います。 

■西日本区大会（東日本区大会）■ 

1997年7月から日本区は西日本区と東日本区に分割されました。
全国のワイズメンが集まり、さらに海外からの代表も加わり開かれるのが西日本区大会 （東日本区大会）です。
毎年6月に年度の締めくくりとして、また次年度に向けての大会を開催します。
そこで同じ志を持つメンバーが親交を深め合います。 大会の前には代議員会が開かれ、協議、予算・決算の議決、役員の選出をおこないます。 

■アジア大会 ■ 

現在、ワイズメンズクラブ国際協会は世界を８地域に分けていますが、我々の西日本区はアジア地域に含まれます。下段の国際大会が行われない年にアジア大会が開かれます。 

■国際大会■ 

INTERNATIONAL CONVENTION は２年に１回開催される世界的な大会で各国の都市で開かれます。 開催前の数日は国際議会が開かれ、多くの議題を審議いたしますが、併せて国際役員の研修も行われます。
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